



















































































































































人口総数（人） 9，579 9，254 2，486，271→2，470，846
人口密度（人／km2） 1095 105．8 197．6→1964



























小千谷市 373027 138！7930 0195 0093
十日町市 37．1250 138．7500 0112 0114 0029
安塚町 37．1238 138．4472 0067 0146 0018
長岡市 37．4386 138．6463 0034 0050 0015
柏崎市 37．3694 138．1077 0012 0014 0002
耐震工学的には400ガル以上の値が注目されるが，表一3に示した数値でも被害が生じた。留意点と
して，水平成分に対して鉛直成分の比が高いことが挙げられる。兵庫県南部地震で最大加速度記録（N
一12一
一S成分818ガル）が得られた神戸海洋気象台の値では4割弱であるのに対し，小千谷市，長岡市では
4割を上回っている。この地震では以下に示すように，広範な地域で震度3ないし，4が記録された。
震度4：小千谷市，松之山町，吉川町，越路町，出雲崎町，山古志村，川口町，六日町，大和町，
　　　　中里村，小国町
震度3：上越市，浦川原村，清里村，与板町，広神村，入広瀬村，西山町，刈羽村
　被害状況は小千谷市の桜町トンネル付近で雪崩が発生し，通行止めになったが，車輔は巻き込まれず
に済んだ。長岡市では製菓工場で油に引火，十日町市民病院の窓ガラスが割れ，柏崎市では民家のブロ
ック塀が倒壊した。人的被害は，川西町で落下してきたテレビを受け止めようとした人が腕を骨折した
1件であった。人的被害の報告は救急車の出動でカウントされるため，自力で病院に行った人は含まれ
ない。
　また，柏崎市では震度が公表されずに，市役所等に抗議が殺到した。原因は気象庁のオンラインシス
テムのトラブルだった。地震発生当時のシステムでは情報伝達に約5分のタイムラグがあったが，地震
等の情報伝達を確実に，迅速にするため，気象庁ではリアルタイムで情報発信を行う旨を示し，1999年
度中に発表と同時に，コンピュータに情報が提供されるようになった。
◆会津地方を震源とする地震
　1998年12月25日19時39分に会津地方を震源とする地震が発生した。地震の諸元は震央374N，1395
E，震源深さ11㎞，M3⑨で，地震モーメントは6．38　e＋14Nm。震源地は，只見川沿いに位置する福
島県金山町であった。なお，この地域では1978年に群発地震が記録されている。甚大な被害には至ら
なかったものの，商品の散乱や，電話の輻棒が翌日の夜明けまで続く等の後遺症が出た。このため，震
度3でも侮れず，積雪が1mを超えるような場合は被害が拡大することが懸念される。
　共同筆者の青山は地震発生翌日の12月26日に現地入りしたが，路面が凍結し，調査後に風邪をひく
等，防寒対策を行っても体調を崩したり，自動車のエンジントラブルに見舞われることを痛感した。
　本章では積雪寒冷期地震の被害の特徴と，新潟県で発生した既往の被害地震を取り上げた。そこで，
積雪寒冷期に地震が発生した場合の問題点に関して，雪と寒さの観点からまとめると以下のようになる。
◆1961年の長岡地震では積雪が深かったために，地震直後は周囲の雪で家屋の倒壊は免れたものの，融
　雪後に倒壊した例が確認された
◆1971年の安塚地震では震源地に近接する松代町，松之山町，大島村で雪崩が発生した。一方，安塚町
　では融雪後に地盤被害が見付かった
◆1992年の新潟県南西部地震では高齢者の屋根雪処理の問題点が浮き彫りになった
◆1995年の新潟県北部地震では避難所で暖房器具のトラブルが起こり，避難所の防寒対策が課題として
　位置付けられた
◆1998年2月の新潟県中部地震では小千谷市の桜町トンネル付近で雪崩が発生し，雪に強いインフラ整
　備が課題となった
　以上，現地調査に基づく積雪寒冷期地震の特徴について，過去の地震被害を例示しながら論述した。
近年では防災方面でのボランティアに対する期待が高まっているが，防寒対策をきちんとしても風邪を
患ったり，エンジントラブル，道に迷いそうになる等，地元住民にとっても厳しい気象条件である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（木村智博，青山清道：北村直樹，深澤大輔，福田誠）
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　　　In　Niigata　Prefecture，　past　earthquakes　in　winter　season　made　deyastation　from　geotechnical　issues　to
evacuation　problem．　hl　this　chapter，　we　refbrred　and　mentioned　results　of　reconnaissance　investigations　that　are
fbcused　o価e　extent　to　avalanche　and　landslide　meanwhne，　rescue　operation　and　counte㎜easure　fbr　aged　people．
At　f丘st，’we　scrutintzed　characteristics　of　earthquake　in　winter　season　based　on　field’survey　and　illterview．
SecbIldly，　we　compared　various　earthquake　events　in　Niigata　Prefecture．　Finally，　we　ponder　over　the　correlation
between　the　extent　of　damage，　condition　of　meteorological　elements　and　situation　of　the　elder　who　are　exposed　by
strong　ground　motion　in　order　to　establish　earthquake　disaster　mitigatiolls　and　to　aUeviate　social　damage．
　　　According　to　results　of　surve）～ground　shaking　may　cause　avalanche，　ski　li丘fa皿ing　down．　It　is　not　easy　to
discover　cracking　on　roads　or　embankment　under　concealed　below　snow，　and　to　disclose　trouble　with　wamler
equipments　in　this㏄casion．　Vi頭ous　past　earthquakes　are　origin　of　disaster　midgation　plan　through
inVeStigatiOn．
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